
週刊 SSH（６月２日） 

「教育実習生の講演会」 

  現在、教育実習に来ている大学生（戸山高校の先輩方）に SS の生徒対象に話をしてもらいました。 

先輩方（4 人）は、理学部生物学科、理工学部機械工学科、言語文化学部フランス語学科、教育学部 

教員養成課程理科専攻と様々な進路に進んでいます。その中で 3 人は SS クラスの出身でした。 

話の内容は主に次の 3 点でした。①現在の大学での研究内容や研究室、大学生活について  

②どうして今の進路（大学や学部）に進んだのか ③戸山高校時代はどのように過ごしていたのか 

SS クラスにいた 3 人は SS クラスにいて良かった点について話をしてくれました。 

良かった点については、プレゼンテーションの力がついた。人前であまり緊張せずに話をすることが 

出来るようになった。海外研修など貴重な体験ができた。深く考え、考え方をまとめる力がついた。 

などとても良かったと話をしてくれました。卒業生の話はとても実感が込められていました。 

質疑応答では海外研修に向けての心構えや研究と勉強と部活動の両立についての質問が出て、真剣に 

丁寧に答えてくれました。とてもためになる話をどうもありがとうございました。 

生徒達も先輩方のこのような経験にもとづくアドバイスは今後の研究に励みが出ると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


